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1.目的 

 近年、50 年や 100 年に 1 度といわれるような豪雨が

頻発している。その際引き起こされる洪水によって、人

的被害や住宅の浸水被害が深刻化している。 

 この原因の 1 つとして、洪水浸水想定区域内の人口

と世帯数の増加がある。秦ら１）によると、平成 7 年か

ら平成 27 年にかけて、5 年毎に全国の洪水浸水想定区

域内の人口と世帯数の変化を見ると、年々増加してい

た。平成 7 年と平成 27年を比較すると、全国で洪水浸

水想定区域内の人口は約 150 万人、世帯数は約 300 万

世帯増加していることが分かった。そして、人口や世帯

数が増加している理由を、単独世帯の増加や核家族化

により、洪水浸水想定区域内で住宅開発が進んだから

だとしている 2)。 

しかし、理由はこれだけではなく、都心回帰やコンパ

クトシティの推進、人口集中地区が影響していると考

えられる。蕭ら３）によると、大阪市では、1990年初期

のバブル経済の破綻により、地価が下落し、都心部にマ

ンションが建設され、人口が再流入することによる都

心回帰で、人口が 2000年から 2010年にかけて、約 67600

人増加した。また、近年、日本では、郊外の宅地開発を

抑制することで、中心市街地の活性化を図り、暮らしに

必要な機能が近くにあり持続可能な都市を目指すコン

パクトシティ４)が進められ、既成市街地で人口が増加し

ている。もともと人口集中地区だったところは、生活し

やすい環境が整っているので、さらに人が集まってく

ると考えられる。このような地区が、洪水浸水想定区域

内にあった場合、人口増加の原因になりうる。 

そこで、本研究では洪水浸水想定区域内を、人口密度

によって、人口集中地区、未開発地区、開発済み地区の

3 つに分類し、平成 7 年から平成 27 年にかけてどの地

区で人口が増えているのかを明らかにすることを目的

とする。 

 

 

 

2.内容 

2.1 本研究の流れ 

平成 7年と平成 27年の国勢調査と洪水浸水想定区域

を用いて、人口密度によって、人口集中地区、未開発地

区、開発済み地区の 3 つの地区に分類し、どの地区で人

口が増加しているか求め、考察する。 

2.2 用いたデータ 

 本研究で用いたデータを表-1 に示す。 

表-1 データと出典 

データ 出典 

人口データ 国勢調査 

500mメッシュ境界データ e-Stat 政府統計の総合窓口 

洪水浸水想定区域 洪水浸水想定区域 

2.3  3つの地区の分類方法 

 500mメッシュの境界データと洪水浸水想定区域を用

いて、GIS上で洪水浸水想定区域内に含まれる 500mメ

ッシュを特定した。この 500mメッシュの境界データと

500mメッシュの国勢調査のコードを対応させ、国勢調

査の人口総数を用いて人口密度を算出した。1㎢あたり

の人口が、1000人以上を人口集中地区、500 人以上 1000

人未満を開発済み地区、500 人未満を未開発地区とした。 

2.4 人口増加数の算出と 500mメッシュ数の集計 

平成 27 年も同様にして、浸水想定区域内の 500m メ

ッシュを求め、平成 7年の 500mメッシュと国勢調査の

人口総数を比較して、人口増加数を求めた。人口が増加

している 500mメッシュ数を市区町村別に集計した。 

2.5 結果の考察 

 3 つの地区の分類に基づいて、全国でどの地区で人

口が増加していて、地域ごとにどのような傾向がある

か考察した。全国の地方別での結果を表-2 に示し、福

岡県での結果を表-3に示す。 
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表-2 全国の地方別の人口増加 500mメッシュ数 

 

・人口集中地区が 1番多いのは中部地方になった。 

・関東、北陸、中部では未開発地区に人口が集中した

ことが分かった。 

 

 

表-3 福岡県の市区町村別の人口増加 500mメッシュ数

 

・福岡市では人口集中地区で人口が増えていることか

ら都心回帰が進んでいることが分かった。 

・久留米市、糸島市、北九州市小倉南区では未開発の

地区で住宅開発が行われたことが分かった。 

・宗像市、糟屋郡粕屋町では既成市街地に人が戻って

きていることが分かった。 

 

 

 

3.結論 

 全国の地方別では人口集中地区や開発済みの地区に

人口が再流入しているだけでなく、地方によっては未

開発地区で住宅開発が進んだことが分かった。 

 福岡県では予想通りの結果が得られた。人口集中

区域では都心回帰が進んでいた。開発済み地区の既

成市街地に人が戻ってきている。一方で、未開発だっ

た地域でも人口が増えていることから、やはり開発

制限が必要であるといえる。 

今後の課題として全国の地方別だけでなく、全国

の市町村別の傾向の分析を進めていく必要がある。 
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人口集中地区 開発済み地区 未開発地区

北海道 572 548 3117

東北 731 1128 8413

関東 7435 3651 14873

北陸 7348 3849 14408

中部 9090 4604 14410

近畿 3885 2596 9232

中国 1797 1969 9799

四国 828 1006 4988

九州 1568 1594 8973

人口集中地区 開発済み地区未開発地区

みやま市 0 0 7

京都郡 苅田町 0 0 4

久留米市 9 19 19

古賀市 5 4 2

糸島市 4 5 11

宗像市 0 8 7

小郡市 0 3 5

北九州市 小倉南区 17 8 13

小倉北区 8 0 2

八幡西区 2 0 0

福岡市 西区 13 0 7

早良区 19 2 6

中央区 15 2 2

東区 10 3 3

南区 20 2 0

博多区 14 4 5

那珂川市 8 1 4

糟屋郡 粕屋町 5 10 9

志免町 5 3 2

500mメッシュ数
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